






















































Lesson Records of Shima Elementary School (Archetype of Lesson)






















































































































『赤毛のアン』（Anne of Green Gables）をみよう。
アンの養母になるMarillaが初めて登場する。その人物。
Marilla was tall, thin woman, with angles and 
without curves;  her dark hair showed some gray 
streaks and was always twisted up in an hand little 
knot behind with two wire hairpins stuck aggressively 
through it.   She looked like a woman of narrow 
experience and rigid conscience, which she was;  but 
there was a saving something about her mouth which, 
if it had been ever so slightly developed, might have 
been considered indicative of a sense of humor. 
これが文学に典型的な手法である。背が高くて痩





































































































































































































































































































































0 0 0 0
endopsycheは、無意識
過程として仮定されたさまざまの過程と意識
内容との関係のシステムです。（p.26）
こうして、まず外的な心的機能についての説明が
ある。外的な心的機能として4つ、すなわち、感覚
sensation、思考 thinking、感情 feeling、最後に直観
intuitionが上げられる。
・・・つまり一種の予知であり、ある種の
不思議な能力です。例えば、皆さんは、患者
が何かとても苦痛なことを胸に抱いているの
が分からなくても、「ピンときて」、「何か分か
るような気がする」のですが、われわれの使っ
ている言語はまだ十分に発達していないので、
この種のことがらを的確に指摘する術語をも
つまでには到っていないのです。・・・
・・・これは四つの壁にかこまれて、きま
り切った生活をしていたり、ありきたりの仕
事をしているときには通常使うことのない機
能です。・・・
・・・例えば、予知夢やテレパシー現象といっ
た種類のものはすべて直観です。私はこうし
た現象を数多く知っており、これらの現象が
まさに存在することを確信しています。こう
したことは未開人にも認められます。・・・・・・
実際、直観は極めて自然な機能であり、完全
に正常なもので、また、必要なものでもあり
ます。というのは、これは現実性を欠くので、
知覚や思考や価値判断のできないものを補っ
ているからです。
こうしてユングは、4つの機能を互いに背反する働き
の組み合わせとして、その関係を図（図1）に示す。
すなわち、まず思考と感情は背反する。思考が優越
していると、感情は劣等機能（inferior function）となる。
思考が優越しているというのは、思考が「高度に分化
されている」ということ、つまりいろいろと柔軟な思
考ができる、という意味である。一つの考えで揺るが
ない…というのは、ユングに言わせれば、思考が未熟（未
分化）であり、劣等だということになる。
図1（p.35、原文はイニシャル）
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また。われわれが「感情的」と言い慣わす性格…つ
まりすぐに、怒りや悲嘆の感情をあらわにする人間は、
ユングに言わせると感情機能が劣等（感情が未分化）、
感情が発達していないことになる。すぐ泣いたり、怒っ
たりする者は、さまざまに微妙で、繊細・複雑な感情
を持てない人間であるというわけだ。
同じように、感覚と直観が対立する。
・・・ある事物を注意深く観察している時
にはまわりのものを同時に見ることはできま
せん。感覚機能に拠って行動する人を観察す
る時、よく注意してみると彼の視軸が収斂す
る傾向があり、一点に集中するのがわかりま
す。直観的な人の表情や眼を研究するなら、
彼らはものをチラッと見るだけだということ
がわかります。――彼らは見るのではなく、
全体を見てとるので、ものごとを八方に広げ
ます。そして数多く知覚するもののうちで、
視野の周辺にある一つの点を認めます。これ
が予感
0 0
hunchです。直観的な人であるかどう
かはしばしば眼からわかります。直観的な態
度のときは細かなことには普通、気がつきま
せん。常に全体を把握しようとします。する
と、全体の中から突然何かが現れます。感覚
タイプのひとなら、事物をありのままに観察
しますが、直観をもちません。それは二つの
ことを同時にできないというただそれだけの
理由からです。これはきわめて困難なことな
のです。というのは、ある機能の本質は他の
機能の本質を排除するからです。これが、こ
れらの諸機能を正反対に対置した理由です。
（p.36）
ユングはこのように、人間の意識の働きとして「直観」
をはっきり位置づけ、認識においても、行為においても、
確かに機能している事実を認めている。子どもにもい
る。校庭の砂の中から「サメの歯」の化石を見つける
のが得意な子がいる。数分の間にいくつも見つける。
雨の日など、校庭の水たまりのなかからも見つけ出す。
その子は、水たまりをパッと見て、「あ、ここにはない」
という。注意深く隅から隅まで見て確かめるのではな
く、一目で全体を見るまさに「直観」型の子どもである。
得意不得意はあるけれども、教師にこの「直観」とい
う経験で思い当たることはないだろうか。
授業・授業研究における「直観」の重要性
授業をしている教師にはさまざまな直観がある。「な
んとなく、きょうはうまくいった」というものから、
深刻な「○○ちゃんは、きょうは私にうらみがあるよ
うだ」までさまざまである。何であるのかはっきりし
ないけれども、確かにそれはあるのである。そして、
実際の授業をする教師を突き動かすものは、この直観
である。たとえ「間違って」いても、この直観が次の
授業の展開を決定する。（ちなみに、雑駁にいえば、直
観はほぼ正しくなければならない。なぜなら誤りのほ
うが勝っているなら、人間の社会も個人もいずれ滅亡
してしまうだろうから。半々なら人間の運命はまった
くでたらめに支配されていることになる。したがって、
直観はほぼ正しくなければならない、という結論に至る。）
客観的、科学的、…そればかりが研究ではない。自
分が取り扱えないものを、おかしいとか、思い違いだ
とか、果ては存在しないものとするのは、都合の悪い
ものはないことにする、という幼稚な思考の特徴であ
る。それでは、研究にならないし、科学的ともいえな
いだろう。
教師の直観をまじめに研究することが必要である。
そのとき、島小の授業記録には、手がかりが豊かに備
わっている。教室や子どもたちの雰囲気として、抽象
的なことばではなく、ひとりの子どものしぐさや表情、
子どもたちの目の動き、ささやき、それから教師の気
持ちの変化、などとして記述されている。
何気なく書かれたものではない。複数の教師たちに
よって確かめられながら、はっきりとした意図をもっ
て書き込まれているのである。思い違いだとか、勝手
な主観だとか、不遜な決めつけをせずに、上質な文学
を楽しむように、自分がその教室にいたら、どんな気
持ちになるか想像してみるのがよい。そうすることが、
本当の意味で授業記録を読むことであるし、そうして
初めて研究が可能になるのである。
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